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簿

▲全員湯ろって歓迎式

　
2
月
7
日
か
ら
9
日
の
日
程
で
、
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
行
（
児
童
・
生
徒

　
二
十
名
、
引
率
者
九
名
）
は
、
7
日
の
午
前
10
時
半
に
越
後
湯
沢
に
到
着
、

　
そ
の
後
、
受
入
生
が
い
る
各
学
校
に
向
か
い
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
歓
迎
会

　
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
翌
日
は
、
午
前
8
時
3
0
分
よ
り
総
合
セ
ン
タ
ー
で
歓
迎
式
が
行
わ
れ
、

　
上
原
教
育
長
が
「
私
た
ち
が
こ
ん
な
雪
の
中
で
ど
う
し
て
生
活
出
釆
る
の

　
か
と
疑
問
を
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
苦
し
み
に
耐
え
た
冬

　
の
あ
と
に
は
、
す
ば
ら
し
い
春
、
楽
し
い
春
が
や
っ
て
釆
る
か
ら
で
す
。

　
　
今
日
は
、
ス
キ
ー
に
は
絶
好
の
日
和
と
な
り
ま
し
た
。
十
回
目
と
い
う

　
切
り
目
の
よ
い
交
流
会
が
立
派
に
終
わ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。
」
と
あ
い
さ

　
つ
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
ま
た
、
仲
里
村
の
団
長
で
あ
る
仲
里
小
学
校
長
の
平
良
団
長
が
「
湯
沢

　
に
着
い
た
ら
、
児
童
、
生
徒
は
ワ
ァ
ー
／
す
こ
い
／
す
こ
い
／
の
連
発
で

繍
　
今
回
で
十
回
目
を
迎
え
た
沖
縄
県
仲
里
村
と
の
児
童
、
生
徒
の
交
流
が

蝋㈱

　
嚢
、
．

　　

　
雍

▲プしゼ1ント

護

繕
、

訟う
ま
い
で
し
ょ
／

、
摯

そφ調子》をo～調子
　　》

藤、
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　　一一
3繊．

し
た
。
学
校
で
は
、
学
校
紹
介
や
ゲ
ー
ム
等
の
す
ば
ら
し
い
歓
迎
を
し
て

い
た
だ
き
感
動
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
ー
先
で
も
心
温
ま
る

歓
迎
を
し
て
い
た
だ
い
た
よ
う
で
す
。
児
童
、
生
徒
た
ち
に
は
心
を
開
き
、

心
の
奥
ま
で
語
り
合
う
交
流
を
行
っ
て
も
ら
い
た
い
。
」
と
あ
い
さ
つ
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
後
、
受
入
生
を
代
表
し
て
田
沢
小
学
校
の
樋
口
光

く
ん
と
訪
問
生
を
代
表
し
て
仲
里
中
学
校
の
与
座
勇
司
く
ん
が
あ
い
さ
つ

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
受
入
生
か
ら
訪
問
生
へ
雪
国
の
ミ
ニ
民
具
と
J

A
中
里
よ
り
お
米
が
お
土
産
と
し
て
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
｝
行
は
、
清
津
ス
キ
ー
場
に
向
か
い
、
受
入
生
や
受
入
生
の
家

族
、
先
生
等
の
指
導
の
も
と
、
ス
キ
ー
、
そ
し
て
ソ
リ
や
タ
イ
ヤ
チ
ュ
ー

ブ
の
乗
っ
て
］
日
、
雪
と
の
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
翌
9
日
は
、
中
里
村
で
の
思
い
出
を
胸
に
早
朝
に
中
里
村
を
後
に
し
、

仲
里
村
に
向
か
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
融

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繍
㈱

難

∩いごす▲キャー

轡

キ
、
ま
つ
て
る
！

礁

噸

轍
灘

▲ちょっとひと休み

／　
〆叢

鑑 ！、

ノ

量
糞

嚢騨、謙簸鍵

　　　　、薯・
寒

癒鳩燭▲スキーセ》をちえて…
撰麟奪
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舗
撒

灘
、

冨

一

．
霧

津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合
フ
ロ
ン
ガ
ス
回
収
機
導
入

　
フ
ロ
ン
ガ
ス
は
、
化
学
的
に
安
定

し
た
物
質
で
あ
る
た
め
直
接
人
体
に

影
響
は
な
い
が
、
成
層
圏
ま
で
上
昇

す
る
と
、
強
い
紫
外
線
を
あ
び
て
分

解
し
、
塩
素
を
放
出
す
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
塩
素
が
触
媒
と
し
て

働
き
連
続
的
に
オ
ゾ
ン
と
反
応
し
、

地
上
の
生
物
を
保
護
し
て
い
る
オ
ゾ

ン
層
を
破
壊
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、

地
表
に
達
す
る
紫
外
線
が
増
え
、
地

球
の
温
度
を
上
昇
さ
せ
る
温
室
効
果

な
ど
、
地
球
的
規
模
で
の
異
常
気
象

や
生
態
系
へ
の
影
響
が
問
題
化
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
津
南
地
域

衛
生
施
設
組
合
で
は
、
こ
の
問
題
対

策
な
ど
と
し
て
、
こ
の
ほ
ど
、
全
国

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
争
施
行
者
協
議

会
の
助
成
（
百
万
円
）
を
い
た
だ
き
、

フ
ロ
ン
ガ
ス
回
収
機
を
導
入
し
ま
し

た
。

　
導
入
さ
れ
た
回
収
機
は
、
主
に
冷

蔵
庫
や
ク
ー
ラ
ー
な
ど
の
フ
ロ
ン
ガ

ス
の
回
収
を
行
う
も
の
で
一
度
に
五

台
ま
で
の
フ
ロ
ン
ガ
ス
の
回
収
が
約

三
十
秒
で
で
き
る
も
の
で
す
。

　
回
収
す
る
フ
ロ
ン
は
二
十
㎏
ボ
ン

ベ
に
回
収
さ
れ
、
千
葉
県
市
川
市
に

あ
る
処
理
場
で
高
周
波
プ
ラ
ズ
マ
で

分
解
処
理
さ
れ
ま
す
。

　
昨
年
は
冷
蔵
庫
が
約
四
五
〇
台
、

ク
ー
ラ
ー
が
約
十
台
搬
入
さ
れ
て
き

て
お
り
、
こ
の
導
入
に
よ
り
今
後
の

処
理
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
も
の
に

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出

す
時
、
搬
入
す
る
際
に
は
フ
ロ
ン
ガ

ス
を
抜
く
必
要
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

ル視察を報告　　　　　　　　　　　　　　　　バ　　　　　　　　　　　　　ネ　　　　　　　　　　　長　　　　　　　　村　　　　　本　　　山

　
　
　
〃

　
2
月
21
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
昨
年
1
1
月
8
日
か
ら
1
5
日
の

間
、
郵
政
省
の
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

貯
金
海
外
視
察
で
山
本
村
長
が
視
察

し
た
ネ
パ
ー
ル
の
報
告
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

貯
金
は
平
成
2
年
1
月
に
創
設
さ
れ

た
制
度
で
、
発
展
途
上
地
域
の
福
祉

向
上
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貯
金
は
、

通
常
貯
金
の
利
子
の
二
割
を
寄
付
し

て
い
た
だ
き
、
海
外
援
助
に
協
力
い

た
だ
く
も
の
で
す
。
山
本
村
長
は
こ

の
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貯
金
の
中
里

村
推
進
協
議
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

　
報
告
会
で
は
、
「
ネ
パ
ー
ル
に
お
け

る
海
外
援
助
の
実
態
」
と
題
し
て
ス

ラ
イ
ド
投
影
し
な
が
ら
「
ネ
パ
ー
ル

は
世
界
で
も
貧
し
い
国
と
思
わ
れ
ま

す
。
通
貨
は
ル
ピ
ー
で
ー
ル
ピ
ー
が

日
本
円
に
し
て
2
円
で
す
。
一
人
当

た
り
の
年
収
が
日
本
円
に
し
て
一
万

五
千
円
か
ら
一
万
六
千
円
位
で
す
。

　
行
く
先
々
は
悪
路
で
カ
ト
マ
ン
ズ
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を
拠
点
と
し
て
一
日
、
一
五
〇
～
二

五
〇
㎞
を
走
り
ま
し
た
。
朝
7
時
に

出
発
し
て
、
カ
ト
マ
ン
ズ
に
帰
る
の

は
午
後
1
0
時
で
し
た
。
移
動
の
時
は

道
無
き
道
を
行
く
た
め
、
川
が
あ
れ

ば
ズ
ボ
ン
を
膝
上
ま
で
あ
げ
て
視
察

場
所
ま
で
行
き
ま
し
た
。
ま
た
、
歩

い
て
い
て
も
何
が
あ
る
の
か
分
か
ら

な
い
と
い
う
感
じ
で
す
。
と
い
う
の

は
糞
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
り
、
歩
い
て

い
て
も
注
意
が
必
要
で
し
た
。
山
岳

地
帯
の
家
は
、
ト
イ
レ
、
水
道
、
風

呂
も
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
で
家
の
廻

り
が
ト
イ
レ
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
目
的
地
へ
向
か
う
途
中
、

急
な
坂
で
バ
ス
が
動
か
な
く
な
り
、

一
行
で
押
し
て
は
み
ま
し
た
が
動
か

ず
急
遽
ジ
ー
プ
2
台
を
チ
ャ
ー
タ
ー

し
て
目
的
地
に
向
か
う
ハ
プ
ニ
ン
グ

も
あ
り
ま
し
た
。

　
視
察
は
教
育
施
設
や
農
場
等
を
視

察
し
て
き
ま
し
た
。
学
校
は
山
岳
地

帯
に
建
て
て
お
り
、
一
学
年
三
十
人

で
勉
強
を
し
て
い
る
。
家
は
三
千
m

地
点
の
急
傾
斜
の
と
こ
ろ
に
建
て
て

あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
片
道
、
約
2

時
間
を
か
け
て
学
校
に
通
っ
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。
ま
た
、
盲
人
の
方

が
多
く
、
点
字
図
書
館
を
作
っ
て
い

る
所
も
視
察
し
ま
し
た
。

　
農
場
で
は
、
イ
チ
ゴ
、
さ
つ
ま
芋
、

大
根
を
栽
培
し
て
お
り
、
周
辺
分
農

業
を
す
る
若
者
が
実
習
し
て
い
ま
し

た
。
特
に
イ
チ
ゴ
は
よ
く
出
来
て
い

ま
し
た
。
農
場
で
は
神
奈
川
県
の
人

が
技
術
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
し
た

が
、
も
う
少
し
人
的
の
配
慮
が
必
要

と
思
い
ま
し
た
。

村
民
ス
キ
ー
大
会
行
わ
れ
る
∬

　
2
月
1
8
日
、
清
津
ス
キ
ー
場
に
お

い
て
村
民
ス
キ
ー
大
会
が
参
加
者
六

十
五
名
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
本
番
前
に
ポ
ー
ル
を

確
認
し
な
が
ら
練
習
を
行
い
、
本
番

で
は
二
回
の
合
計
タ
イ
ム
で
順
位
が

争
わ
れ
、
各
選
手
と
も
ポ
ー
ル
を
す

ば
や
く
通
り
抜
け
ゴ
ー
ル
し
て
い
ま

し
た
。

　
惜
し
く
も
旗
門
不
通
過
で
記
録
を

出
せ
な
か
っ
た
選
手
も
い
ま
し
た
が

来
年
の
大
会
で
頑
張
っ
て
く
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

　
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

◆小学1年～4年男子の部

順位 氏　　　名 学年 タイム

1 中　嶋寛文 4 2分35秒63

2 大　口　直　也 4 2分37秒40
、3

服部裕樹 4 2分41秒14
◆小学生5年～6年男子の部

順位 氏　．名 学年 タイム

1 桑　原　祐　太 5 1分57秒81

2 山　本　　　潔 6 1分58秒83

3 富　井　直行蒔 6 2分04秒65
◆小学1年～4年女子の部

◆一般男子壮年の部（40歳以上）

順位 氏　　　名 タイム

1 岡　村　憲　次 1分39秒77

2 大　島　正　八 1分41秒32

3 山　本』勝久 1分41秒87

順位 氏　　　名 学年 タイム

1 井ノ川　靖　子 4 2分30秒76

2 小柳　由布子 4 2分41秒73
’3 樋　口　歩　美 4 2分49秒06

◆小学生5年～6年女子の部

◆一般女子の部

順位 氏　　　名 タイム

1 吉楽　　　恵 2分04秒50

※タイムは2回の滑走の合計タイムです。

順位 氏　　　名 学年 タイム

1 関　　　幸　恵 5 2分37秒26

2 太　島　美和子 5 2分37秒89

3 村　山　純　子 6 2分39秒98
◆中学生男子の部

避

麟灘
瓢
、
遷

羅、
．
覇
』

順位 氏　　　名 学年 タイム

1 村　山　達章 2 1分46秒32
◆中学生女子の部

撒
順位 氏　　　名 学年 タイム

1 村　山　千　春 1 2分04秒55

2 山　田　綾　子 1 2分34秒91
◆一般男子青年の部（15～39歳）

強

順位 氏　　　名 タイム

1 吉　楽　雄　治 1分28秒54

2 山　本勝利 1分36秒85

3 松　田　祐　児 1分40秒50

平成8年3月10日広報なかさと5



　
2
月
1
5
日
、
清
津
ス
キ
ー
場
に
お

い
て
村
内
小
学
校
五
、
六
年
生
の
親

善
ス
キ
ー
大
会
（
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

ー
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
児
童
は
、
雪
原
に
設
け
ら
れ
た
コ

ー
ス
（
男
子
三
㎞
・
女
子
二
㎞
）
、
ま

た
、
リ
レ
ー
は
二
㎞
の
コ
ー
ス
を
四

人
で
一
生
懸
命
走
り
、
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

　
ス
タ
ー
ト
、
ゴ
ー
ル
地
点
で
は
父

兄
の
方
々
や
児
童
が
声
援
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

5年女子（2km）

順位 氏　　　名 学校名 タイム
1位 高　橋　　　梢 倉俣小 11分39秒3
2位 藤ノ木　良　美 清津峡小 11分41秒0
3位 阿　部　真由美 貝野小 12分07秒5

6年女子（2km）
1位 斎　喜　真紗美 倉俣小 10分33秒3
2位 上　原　麻　美 田沢小 10分40秒6
3位 桑　原　瀬里名 倉俣小 10分53秒3

5年男子（3km）
1位 斎　喜　英　哲 倉俣小 13分18秒2
2位 柳　　　淳　一 貝野小 13分55秒4
3位 島　田　裕平 倉俣小 13分55秒9

6年男子（3km）

’
諮

．
筆

1位 村　山　　　貴 清津峡小 11分28秒7
2位 山　本　拓　実 清津峡小 11分30秒2
3位 山　本　拓　也 清津峡小 11分37秒2

1　　　　　ノ

鰹『畷
　　　　」

響
　　　　　駁

学校対抗リレー女子（2km×4人）学校対抗リレー男子（2km×4人）

順位 学校名 タイム 順位 学校名 タイム

1位 貝野小学校 48分08秒2 1位 清津峡小学校 41分50秒4
2位 倉俣小学校 48分15秒2 2位 高道山小学校 43分00秒9
3位 田沢小学校 49分20秒2 3位 田沢小学校 43分48秒2
4位 高道山小学校 50分32秒1 4位 倉俣小学校 45分46秒0
5位 清津峡小学校 51分35秒3 5位 貝野小学校 47分15秒2

ニ　　への　　　　　　　の　　せてニ

北越北線普通電車NKlOO新型車両発表
　
平
成
9
年
春
開
業
の
北
越
北
線
普

通
電
車
の
発
表
が
2
月
2
3
日
、
新
潟

鉄
工
所
に
お
い
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
信
越
本
線
、
直
江
津
・
犀
潟
（
J

R
東
日
本
）
～
ほ
く
ほ
く
線
、
犀
潟
・

六
日
町
（
北
越
急
行
）
～
上
越
線
、

六
日
町
・
越
後
湯
沢
（
J
R
東
日
本
）

の
間
に
こ
の
普
通
電
車
九
両
が
投
入

さ
れ
ま
す
。
全
車
両
の
完
成
は
3
月

下
旬
で
6
月
か
ら
7
月
に
六
日
町
車

両
基
地
へ
搬
入
し
、
1
0
月
か
ら
開
業

ま
で
訓
練
習
熟
運
転
を
行
い
ま
す
。

　
車
両
の
デ
ザ
イ
ン
は
赤
と
濃
紺
を

基
に
、
沿
線
の
景
観
を
イ
メ
ー
ジ
し
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

　
車
体
長
は
二
〇
m
で
、
腰
掛
け
は

二
列
配
置
の
固
定
ク
ロ
ス
シ
ー
ト
と

出
入
口
付
近
は
ロ
ン
グ
シ
ー
ト
と
と

し
、
こ
れ
に
よ
り
通
勤
通
学
・
中
近

距
離
ご
利
用
の
お
客
様
両
方
に
満
足

し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。
定
員
は
二
壬
二
人
（
座
席
定

員
は
六
一
人
）
で
洗
面
所
は
設
け
な

い
こ
と
と
し
、
ト
ン
ネ
ル
区
問
と
冬

季
を
考
え
て
暖
房
・
冷
房
能
力
を
十

分
な
も
の
に
し
ま
し
た
。

　
性
能
は
、
交
流
モ
ー
タ
ー
を
使
用

し
、
V
V
V
F
イ
ン
バ
ー
タ
で
制
御

し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
保
守
コ
ス
ト

の
軽
減
、
軽
量
化
、
耐
寒
耐
雪
構
造

が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
高
速
度

は
一
一
〇
㎞
で
ブ
レ
ー
キ
は
回
生
・

発
電
ブ
レ
ー
キ
併
用
電
気
指
令
空
気

ブ
レ
ー
キ
、
直
通
予
備
ブ
レ
ー
キ
付
、

耐
雪
ブ
レ
ー
キ
付
の
組
合
わ
せ
で
行

い
ま
す
。
ま
た
、
ワ
ン
マ
ン
運
転
仕

様
の
車
両
で
あ
る
た
め
、
ワ
ン
マ
ン

用
扉
ス
イ
ッ
チ
、
運
賃
表
示
器
、
整

理
券
発
行
器
、
自
動
両
替
器
付
運
賃

箱
、
自
動
放
送
装
置
な
ど
の
ワ
ン
マ

ン
機
器
を
備
え
ま
し
た
。

▼発表された普通電車▼車内

講

o、x

12駅ほくほく線区問内駅（普通電車運行区間）越後湯沢～直江津

《
難

蓋
蟻

謹
慧

銀
饗

驚
難

ま　帝
膨
盤

叢　難
戴
欝

蓬
瀧
灘

犀
潟

6



国
保
異
動
の
手
続
は
忘
れ
ず
に
1

lI

国
保
を
支
え
る
保
険
税
（
料
）

　
屑
出
麟
鱗
田
繊
肉
繕

　
加
入
や
脱
退
、
ま
た
は
家
族
に
異

動
の
あ
っ
た
場
合
な
ど
は
、
世
帯
主

は
必
ず
1
4
日
以
内
に
国
保
の
係
へ
届

出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　①他市町村へ転出した日の翌日

②職場の健康保険に加入した日の翌日

　　　　◎死亡した日の翌日

　　④生活保護をうけはじめた日

　
　
翻
澱
懲
世
帯
単
位

　
国
保
へ
は
世
帯
単
位
で
加
入
し
、

加
入
の
手
続
き
は
世
帯
主
が
行
う
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
世
帯
主
は

自
分
の
家
族
に
異
動
の
あ
っ
た
と
き

は
、
1
4
日
以
内
に
届
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

繋雀

劇
火
、
劇
識
懸
搬
保
険
饗

　
国
保
で
は
、
加
入
は
世
帯
単
位
で

す
が
、
家
族
一
人
一
人
が
み
な
被
保

険
者
で
す
。
一
世
帯
に
一
枚
の
保
険

証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
同
じ
住
居
に

住
ん
で
家
計
が
一
緒
の
人
は
同
じ
世

帯
と
な
り
ま
す
。

こんなときは鱒日以内に届出を 届出に必要なもの

碧　他市町村から転入してきたとき 印かん

1職場の健康保険をやめたとき 印かん、職場の健康保険をやめた証明書

薯　子供が生まれたとき 印かん、保険証、田子健康手帳・

生活保護をうけなくなったとき 印かん、保護廃止通知書

碧　他市町村へ転出するとき 印かん￥保険証

繕　職場の健康保険に加入したとき 印かん、国保の保険証、健保の保険証

葭　生活保護をうけるとき 印かん、保険証．保護開始通知書

死亡したとき 印かん。保険証、死亡を証明す影もの

市町村内で住所が変わったとき 印かん、保険証

　　　　　．〆　　・・轍

　　　、　働
世帯が分かれたり、いっしょになったとき

翻　　世帯主がかわったとき
●

竃　保険証の内容を訂正するとき

修学や出稼ぎなどのためもう1枚の保
険証が必要なとき

印かん、保険証、在学証明書

保険証を紛失したとき 印かん

国
保
の
制
慶
畿
保
険
税
麟
料
》

　
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
、
医

療
費
の
3
0
％
を
支
払
う
だ
け
で
診
療

を
う
け
ら
れ
る
国
保
は
私
た
ち
の
生

活
を
支
え
る
大
切
な
制
度
で
す
。

　
保
険
税
（
料
）
は
、
こ
の
制
度
を
維

持
す
る
基
盤

で
す
。
保
険
　
　
り
“
　
　
　
　
婁

税
（
料
）
は
忘

れ
ず
に
納
め

ま
し
ょ
う
。

的
δ

繁
な

　　　　　織跨

　　鰹、

尚爾飼

　①他市町村から転入してきた日

②職場の健康保険をやめた日の翌日

　　　◎子供が生まれた日

　④生活保護をうけなくなった日

8
ノ
一
、

4
8
γ

　
　
ゐ

調
態

、
9臼

4
レ
ε

4

醐
悪
灘
驚
欝
医
蕎
雛

瀧
騰
難
鞭
、
藩
羅
選

霧
讐
騰
鞭
轍

撫

資
格
の
発
生
し

た
日
で
す
。
届

出
が
遅
れ
る

と
、
さ
か
の
ぽ

っ
て
保
険
税

（
料
）
を
納
め
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　
保
険
税
（
料
）
は
被
保
険
者
と
な
っ

た
月
か
ら
納
め
ま
す
。
被
保
険
者
と

な
っ
た
月
と
は
、
市
町
村
で
被
保
険

者
の
届
出
を
し
た
と
き
で
な
く
、
他

市
町
村
か
ら
転
入
し
て
き
た
日
、
あ

る
い
は
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た

日
な
ど
、
加
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敏
、

今月身㌦

轟
　　　織

隙
箪ト1
＼臥

翻纏β
ザッ≠

ぞ氷
講侮
軍鞠ノ

い
ま
元
気
で
も
い
つ
病
気
に
な
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
。
ま
ん
い
ち
病
気
に
な
る
と
、
多
額

な
医
療
費
が
必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

国
保
は
こ
の
よ
う
な
と
き
、
経
済
的
に
心
配

な
く
診
療
を
う
け
ら
れ
る
制
度
で
す
。
保
険

税
（
料
）
を
納
め
る
こ
と
は
被
保
険
者
の
義
務

と
お
考
え
く
だ
さ
い
。

平成8年3月10日広報なかさと7



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国

・
療
擬
の
鋼
獲
懇
糞
懸
　

　
病
気
や
け
が
で
診
療
を
う
け
る
と

き
、
保
険
証
を
持
参
す
れ
ば
、
医
療

費
の
70
％
は
国
保
が
負
担
し
ま
す
。

叢
額
療
饗
費
の
叢
総
灘

　
医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
一
定
額

を
超
え
た
部
分
は
国
保
が
負
担
し
ま

す
。・

、
・
出
窪
竃
懸
霧
躊
金

　
国
保
の
被
保
険
者
が
出
産
し
た
場

合
、
出
産
育
児
手
当
金
三
〇
〇
、
○
○

○
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

葬
＿ ＿’．た＿、＿

　　　　コ　　　コ講…雛難『『β

　
被
保
険
者
が

亡
く
な
っ
た
場

合
は
葬
祭
費
が

五
〇
、
○
○
○

円
支
給
さ
れ
ま

す
。

ず

雇
診
鼻

〆
！

　
　
講
鐵
鑛
灘
癒
場
繊
罧

　
次
の
よ
う
な
場
合
、
と
り
あ
え
ず

自
分
で
代
金
を
支
払
い
、
あ
と
で
国

保
か
ら
、
国
保
が
査
定
し
た
額
の
7
0

％
の
払
い
戻
し
を
う
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

治
療
上
効
果
あ
り
と
医
師
が
認
め

た
場
合
の
あ
ん
ま
、
は
り
、
灸
、
．

マ
ッ
サ
ー
ジ
代
。

骨
折
、
ね
ん
ぎ
な
ど
の
と
き
の
柔

道
整
復
師
の
施
術
料
。
（
保
険
証
を

使
っ
て
か
か
れ
る
都
道
府
県
も
あ

り
ま
す
）

治
療
上
、
必
要
と
医
師
が
認
め
た

場
合
の
補
装
具

や
む
を
得
な
い
理
由
で
、
保
険
証

を
つ
か
わ
な
い
で
診
療
を
う
け
た

場
合
。

　　　　　　　　 懸　　酬

　　　　　　　　ザ　　むヨ

塾終齢＿却

毒糠・

　
　
入
院
中
の
食
事
代

　
患
者
は
入
院
注
の
食
事
代
の
一
部

を
負
担
し
ま
す
。

負
担
す
る
額
は
、

　
1
日
に
つ
ぎ

（
平
成
8
年
9
月
3
0
日
ま
で
）
で
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
場
合
に
は
、
負
担

額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

1
、
市
町
村
民
非
課
税
の
世
帯
に
属

　
す
る
方
等
で
、
標
準
負
担
額
の
現

　
額
認
定
を
う
け
て
い
る
場
合

　
・
…
…
…
…
…
…
・
1
日
四
五
〇
円

過
去
1
2
ケ
月
の
入
院
数
が

90

日
を
超
え
て
い
る
場
合

…
…
…
…
1
日
三
〇
〇
円

2
、
市
町
村
民
税
非
課
税
の
世
帯
に

　
属
す
る
方
等
で
、
老
齢
福
祉
年
金

　
を
受
給
し
て
い
る
場
合

　
…
…
…
…
：
…
…
・
1
日
二
〇
〇
円

老
人
医
療
・
県
単
医
療
の
一

負
担
金
が
か
わ
り
ま
す
。

四
月
一
日
か
ら
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

立
ロ

外
来

（
一
か
月
）

入
院

（
一
日
）

平
成
八
年
三
月
一
二
十
一
日
ま
で
…
｝
、
○
｝
○
円

平
成
八
年
四
月
一
日
～
…
一
、
O
二
〇
円

平
成
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
…
七
〇
〇
円

平
成
八
年
四
月
一
日
～
…
七
一
〇
円

（
講
顯
縫
羅
賭
雛
襯
験
税
世
帯
は
、
，
旦
、
、
。
。
円
を
）

　
入
院
時
の
食
事
に
つ
い
て
は
、
他
の
療
養
に
か
か
る
医
療
費

と
別
枠
で
、
次
の
よ
う
な
低
額
負
担
が
あ
り
ま
す
。

般
　
加
　
入
　
者

住
民
税

非
課
税

世
帯
等

過
去
12
ケ
月
の

入
院
日
数

（
H
6
・
m
・
1

以
降
の
も
の
）

90
日
ま
で
の
入
院

90
日
を
超
え
る
入
院

住
民
税
非
課
税
世
帯
で
老
齢
福
祉

年
金
を
受
け
て
い
る
人

一
日

一
日

一
日

一
日

平
成
6
年
1
0
月
1
日

　
　
　
～

平
成
8
年
9
月
3
0
日

六
〇
〇
円

四
五
〇
円

三
〇
〇
円

二
〇
〇
円

8



赤十字救急法一般講習会
　　　　のお知らせ
　この救急法講習会では、救急隊や医師に渡

すまでに行う正しい応急処置についての理論

と実技を学びます。

◆日　時4月26日働～29日（月）（4日間）

　　　　　午前9時から午後5時

◆会　　場　中里村総合センター

◆講　　師　日本赤十字社救急法指導員

　　　　　佐藤敏夫先生他

◆参加資格　一般希望者

◆定　　員30名

◆参加料　テキスト代、教材費2，000円

◆携行品　筆記用具、トレーニングウェア、

　　　　昼食等
◆問い合わせ及び申込先

役場民生課　盈63－3111（内線121）まで

赤十字救急法一般講習会事務局まで

　　　便利でお得な「前納制度Jを
　　　　　　　ご利用ください

　国民年金には、将来の一定期i月分までの保険料。

　　　　　　　　　　　　　き間の保険料を前もって納めるこi　保険料を前納すると、年五分
　　　　　　　　　　　　　ニ
とのできる「前納制度」がありi五厘（複利現価法）の割引きが
　　　　　　　　　　　　　ぎ
ます。　　　　　　　　　　　i受けられます。また、毎月保険
　　　　　　　　　　　　　ヨ
　平成九年三月までの間で前納i料を納めるという手数が省け、
　　　　　　　　　　　　　オ
することのできる保険料は次のi納め忘れもなくなります。
　　　　　　　　　　　　　き保険料です。　　　　　　　　　i　留守がちな方、収入が一定期
　　　　　　　　　　　　　き○保険料を前納しようとする月iに片寄る方など、ぜひ前納制度
　　　　　　　　　　　　　きから、平成九年三月分までのすiをご利用ください。
　　　　　　　　　　　　　こべての保険料。　　　　　　　　i　前納を希望される方は、役場
　　　　　　　　　　　　　し○平成九年三月までの間に六十i民生課国民年金担当窓口でおた
　　　　　　　　　　　　　ロ歳になる時は、六十歳になる前iずねください。

●平成8年4月～平成9年3月までの保険料額
定額保険料　月額12、300円　　　　定額保険料と付加保険料月々12，700円（定額＋400円）

納付期間 1年間
月々納めた場合 152，400円

前納した場合 148，720円

割引きされる額 3，680円

納付期間 1年間
月々納めた場合 147，600円

前納した場合 144，040円

割引きされる額 3，560円

東
北
電
力
⑦
蓉
休
み

子
供
ゑ
親
藩
漫
．
馨
教
室

◆
日
時
　
3
月
2
8
日
（
木
）

　
　
　
　
午
前
1
0
時
か
ら
午
後
1
時

◆
会
場
　
東
北
電
力
十
日
町
営
業
所

◆
内
容
　
春
休
み
子
供
企
画

　
　
　
　
　
「
楽
し
い
料
理
教
室
」

◆
講
師
　
蕪
木
康
子
先
生

◆
参
加
費
　
　
五
〇
〇
円

◆
持
参
す
る
も
の
　
エ
プ
ロ
ン

◆
対
象
　
三
年
生
以
上
の
小
学
生

◆
定
員
　
十
五
名

東
菰
鷲
雛
翻

　
　
　
　
婦
戴
鷺
気
教
室

◆
期
　
間

　
　
5
月
か
ら
9
月
の
4
回
コ
ー
ス

　
　
毎
月
1
回
第
三
水
曜
日

　
　
午
前
中
（
8
月
は
休
み
）

◆
開
講
目
　
5
月
1
5
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
前
9
時
3
0
分
か
ら

◆
講
座
内
容

　
　
電
気
の
基
礎
知
識
、
修
理
実
習
、

施
設
見
学
、
二
〇
〇
ボ
ル
ト
機
器

を
使
っ
た
料
理
実
習

◆
受
講
料
　
一
人
　
一
、
○
○
○
円

　
　
　
　
　
そ
の
他
に
材
料
費
の
実

　
　
　
　
　
費
が
か
か
り
ま
す
。

◆
定
員
　
三
〇
名

◆
申
込
締
切
り
　
4
月
3
0
日
（
火
）

※
申
込
は
、
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
、
婦

　
人
電
気
教
室
と
も
東
北
電
力
十
日

町
営
業
所
　
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
課

　
ま
で
　
暦
52
－
3
r
O
7

　
　
　
　
ダ
　
翼
境
ー

　
　
　
～
　
　
、
も

　
　
　
　
女
．
0
足
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
影

倉
俣
診
療
所

　
こ
の
度
、
倉
俣
診
療
所
に
着
任
い

た
し
ま
し
た
。
昭
和
6
3
年
に
佐
賀
医

科
大
学
を
卒
業
し
、
そ
の
後
、
日
本

大
学
板
橋
病
院
及
び
そ
の
関
連
病
院

に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
学
生
時
代

よ
り
老
人
医
療
、
地
域
医
療
に
興
味

欝
覇
．
鵬
灘
聾
謹
覇

　
　
　
灘
難
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副

“
嚢
蛋　

灘
鞭

　
撫

糞
義

大
石
晋
先
生
着
任
の
ご
あ
い
さ
つ

が
あ
り
今
回
こ
の
中
里
村
に
勤
め
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
と
て
も
嬉
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。
最
初
に
こ
の
診

療
所
の
話
が
あ
り
こ
の
地
を
訪
れ
た

と
き
の
印
象
が
と
て
も
よ
か
っ
た
こ

と
、
説
明
し
て
く
れ
た
課
長
さ
ん
、

　
　
　
　
　
係
長
さ
ん
、
そ
し
て
湯

　
　
　
　
　
沢
駅
で
お
会
い
し
た
村

　
　
　
　
　
長
さ
ん
た
ち
が
、
と
て

　
　
　
　
　
も
親
切
に
接
し
て
く
れ

　
　
　
　
　
た
こ
と
、
私
の
母
親
が

　
　
　
　
　
新
潟
県
出
身
で
あ
る
こ

　
　
　
　
　
と
な
ど
が
、
こ
こ
を
選

　
　
　
　
　
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
理

　
　
　
　
　
由
で
す
。

　
　
　
　
　
　
一
般
内
科
の
他
、
聞

き
慣
れ
な
い
言
葉
と
思
い
ま
す
が
ペ

イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
い
う
の
を
や
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
疹
痛
外
来
と

い
う
も
の
で
、
簡
単
に
言
え
ば
、
痛

み
を
と
る
治
療
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

高
齢
者
に
多
い
骨
粗
籟
症
、
肩
や
腰
、

膝
な
ど
の
痛
み
に
困
っ
て
い
ら
っ
し

ゃ
る
方
は
、
是
非
、
一
度
ご
相
談
に

い
ら
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。
と
に
か
く
精
一
杯
頑
張
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
最
後
に
、

将
棋
と
テ
ニ
ス
が
趣
味
で
、
だ
れ
か

相
手
を
し
て
く
だ
さ
る
方
を
探
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

平成8年3月伯日広報なかさと9
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眺
翅

姦’驚撫綴（鴇）山）⑭

る
ぐ
盛
で
ト
や
キ
お
た

　
す
　
　
き
へ
ち
が
　
　
る

食
う
が
好
万
姉
ミ
す
れ

　
、
も
欲
大
く
お
　
ま
く

よ
　
　
食
が
ラ
　
　
や
　
　
で

も
ま
　
　
　
　
　
り
3
て

　
　
　
よ
や
万
た
　
　
し
遊

何
や
ん
く
つ
お
を
姉

　
ち
ゃ
姉
ラ
ラ
　
ネ
よ

な
さ
　
お
の
て
形
マ
中
よ

　
か
　
　
　
ん
　
　
　
も
も

嫌
つ
　
　
と
　
　
つ
る
　
　
ん
中

　
う
　
こ
　
コ
す
何
や
ん

好
　
　
歳
の
　
　
ト
の
　
　
　
へ

　
と
　
　
と
お
コ
ん
等
姉

労
働
撮
険
、
耀
鋤
申
告
・

納
付
憶
麟
票
灘
、
礫
1

　
平
成
8
年
度
の
労
働
保
険
料
（
労

働
保
険
・
雇
用
保
険
）
の
申
告
納
付

期
限
は
5
月
1
5
日
ま
で
で
す
－

　
期
限
内
に
正
し
く
申
告
・
納
付
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
労
働
保
険
事
務
組
合
に
事

務
委
託
さ
れ
て
い
る
事
業
主
の
方
は
、

事
務
組
合
が
指
定
す
る
日
ま
で
に
手

続
き
を
完
了
し
て
下
さ
い
。

　
な
お
、
不
明
の
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
新
潟
県
雇
用
保
険
課
（
智
0
2

5
1
2
8
5
1
5
5
1
1
）
・
新
潟

労
働
基
準
局
（
智
0
2
5
i
2
6
6

1
4
1
6
1
）
又
は
、
最
寄
り
の
公

共
職
業
安
定
所
、
労
働
基
準
監
督
署

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

第
勘
回
償
濃
、
劃

河
崖
殺
謹
灘
雛
糟
ク

に
参
加
叢
灘
　
灘

◆
開
催
目

　
　
4
月
2
9
日
（
み
ど
り
の
日
）

◆
コ
ー
ス
及
び
出
発
時
刻
等

・
A
コ
ー
ス
（
52
㎞
）

津
南
町
役
場
前

　
　
　
　
　
　
午
前
6
時
出
発

・
B
コ
ー
ス
〈
4
2
㎞
）

　
田
沢
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
午
前
7
時
出
発

・
C
コ
ー
ス
（
2
5
㎞
）

　
川
西
町
総
合
セ
ン
タ
i
前

　
　
　
　
　
　
午
前
1
0
時
出
発

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
（
1
2
㎞
）

　
小
千
谷
市
民
体
育
館
前

　
　
　
　
　
　
午
前
1
0
時
出
発

◆
参
加
料

・
A
、
B
、
C
コ
ー
ス

　
大
人
一
、
五
〇
〇
円

　
小
中
学
生
　
一
、
○
○
○
円

　
未
就
学
児
　
　
五
〇
〇
円

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス

　
大
人
一
、
○
○
○
円

　
中
学
生
以
下
　
　
　
五
〇
〇
円

※
各
コ
ー
ス
と
も
当
日
参
加
は
五
〇

　
〇
円
増
に
な
り
ま
す
。

◆
申
込
万
法

　
参
加
希
望
者
は
、
各
コ
ー
ス
と
も

中
里
村
教
育
委
員
会
に
参
加
料
を
添

え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
参
加
申
込
用
紙
は
、
教
育
委
員
会

に
あ
り
ま
す
。

p
◆
申
込
締
切
り
期
目

　
　
4
月
1
5
日
（
月
）

◆
そ
の
他

　
　
・
雨
天
決
行
で
す
。

　
　
・
雨
具
、
弁
当
、
着
替
え
等
は
各

　
　
自
で
用
意
し
て
下
さ
い
。

　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　一　　一　一一

　　30n3
慌スケットボー」し

◆旧時3月24日（田）

午
体
出
　
　
会

～
校
以
円
員

時
学
生
o
o
委

9
中
学
5
育

前
塁
中
人
教

午
中
　
　
1

　
　
　
象
　
　
先

　
場
鮒
費
み

　
　
　
加
加
込

　
会
参
参
申

　
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆

　　　　　　　ソフイア事

　　　　　　　豊63滋」4478

◆締切日　3月憩臼

倫
螺

　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　一　　一　一一

r
i
障
i
ー
ー
ー
I
i
ー
ー
ー
i
ー
ー
ー
ー
ー
隣
i
ー
魑

第
十
回
薫
徴
鋤
猛
桜
奮
）
り

　
　
短
歌
羅
．
　
藥

　
4
月
2
9
日
の
黄
桜
の
丘
桜
ま
つ
り

で
発
表
し
ま
す
短
歌
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

◆
歌
題

　
　
黄
桜
の
丘
・
黄
桜
・
名
勝
鷹
の

　
巣
・
信
濃
川
の
流
れ

◆
応
募
万
法

　
　
パ
ガ
キ
に
一
人
三
首
以
内
及
び

　
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

◆
宛
先

　
　
中
里
村
役
場
開
発
課
内

　
　
　
　
　
　
中
里
村
観
光
協
会
宛

◆
締
切
り

　
　
3
月
31
日
（
日
）

　
　
　
（
当
日
消
印
有
効
）

◆
入
選
発
表

　
　
4
月
2
9
日
（
み
ど
り
の
日
）
の

　
黄
桜
の
丘
桜
ま
つ
り
で
発
表
し
ま

　
す
。

新
潟
鑛
轟
蕪
誕
村

り
7
レ
畿
雛
灘
講
華
。
7
し

　
大
改
装
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
、

ア
ピ
ー
ル
館
・
グ
リ
ー
ン
パ
ウ
ス
は

こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
4
月
6
日
（
土
）

に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
オ
ー
プ
ン
い
た
し

ま
す
。
ア
ピ
ー
ル
館
で
は
「
ふ
る
さ

と
新
潟
と
暮
ら
し
の
変
遷
」
を
テ
ー

マ
に
明
治
～
大
正
～
昭
和
へ
の
移
り

変
わ
り
を
見
て
聞
い
て
体
感
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
グ
リ
ー
ン

ハ
ウ
ス
に
は
新
潟
の
花
々
に
囲
ま
れ

た
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
や
子
供
の
遊
具

を
中
心
に
し
た
チ
ャ
イ
ル
ド
プ
ラ
ザ

な
ど
、
憩
い
の
広
場
と
し
て
リ
フ
レ

ツ
シ
ュ
し
ま
す
。

　
魅
力
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
新
潟
ふ

る
さ
と
村
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

も
開
催
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

10



　
　
　
新
潟
ふ
る
さ
と
村
ア
ピ
ー
ル
館

　
　
智
0
2
5
1
2
3
0
1
3
0
3
0

〈
ア
ピ
ー
ル
館
　
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー

畿
．
、

　
　
欝
灘
灘

　
　
　
　
　
蝋
．
、

　
　
頴
　
　
　
“
籔

　
　
　
　
　
γ
P
㌧

　
　
　
　
　
｝
・
議
副

　
　
　
　
　
窯
『

　
　
　
　
　
脚
、

　
　
　
　
　
｝
一

　
　
　
　
　
肉
　
・

▲グリーンハウスやすらぎ「憩の広場」

　
7
月
に
オ
ー
プ
ン
予
定
の
「
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
」
で
は
次
の
職
種
パ
ー
ト

を
募
集
し
ま
す
。

　
な
お
、
勤
務
は
7
月
1
日
か
ら
に
な
り
ま
す
。

〈
職
種
〉
事
務
補
助

●
内
容
フ
ロ
ン
ト
に
お
け
る
受

　
　
　
　
付
、
精
算
業
務
、
売
店

　
　
　
　
　
に
お
け
る
物
販

●
採
用
数

●
年
　
齢

●
時
　
間

●
賃
　
金

●
待
　
遇

女
三
人

18
歳
か
ら
3
0
歳

　
・
　
0
　
　
　
6
　
・
　
0

9
　
　
　
　
～
　
　
　
　
　
　
　
●

　
・
　
0
　
　
　
1
　
・
　
0

つ
」
　
・
　
O
　
　
　
A
U
　
・
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

ー
　
・
　
A
U
　
　
　
6
∠
　
・
　
0

5
　
・
　
A
U
　
　
n
乙
　
・
　
0

　
　
　
　

－
　
・
　
0
　
　
　
6
乙
　
・
　
0

（
交
代
制
実
働
6
時
間
）

時
間
額

六
〇
〇
～
七
〇
〇
円

通
勤
手
当
、
．
雇
用
保
険

適
用

〈
職
種
〉
ウ
ェ
イ
ト
レ
ス

●
内
　
容
　
飲
食
部
門
に
お
け
る
ウ

　
　
　
　
　
ェ
イ
ト
レ
ス
業
務
、
調

　
　
　
　
　
理
補
助
、
食
器
洗
い

●
採
用
数

●
年
　
齢

●
時
　
問

●
賃
　
金

●
待
　
遇

女
三
人

18
歳
か
ら
2
5
歳

　
・
　
A
U
　
　
　
つ
」
　
・
　
0

6
　
　
　
　
～
　
　
　
　
　
　
　
●

　
・
　
0
　
　
　
1
　
・
　
0

0
　
・
　
0
　
　
　
7
　
・
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－
　
・
　
A
U
　
　
　
－
　
・
　
0

4
　
・
　
0
　
　
　
『
⊥
　
・
　
A
U

　
　
　
　

－
　
・
　
0
　
　
　
2
　
。
　
0

（
交
代
制
実
働
6
時
問
）

時
間
額

六
〇
〇
～
七
〇
〇
円

通
勤
手
当
、
雇
用
保
険

適
用

〈
職
種
〉
調
理
補
助

●
内
　
容

●
採
用
数

●
年
　
齢

●
時
　
間

ま
た
は
、

●
賃
　
金

●
待
　
遇

調
理
補
助
、
食
器
洗
い

女
二
人

16
歳
か
ら
5
0
歳

0
　
・
A
U
　
　
7
『
・
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－
　
・
　
0
　
　
　
1
　
・
　
0

4
　
・
　
O
　
　
　
l
　
・
　
0

　
　
　
　

－
　
・
　
A
U
　
　
　
n
∠
　
・
　
0

0
．
0
～

－
　
・
　
0

21

“
00
の
間
の
6
時
間

（
交
代
制
実
働
6
時
間
）

時
間
額

六
〇
〇
～
七
〇
〇
円

通
勤
手
当
、
雇
用
保
険

適
用

〈
職
種
〉
施
設
管
理
人

●
内
　
容
　
プ
ー
ル
の
監
視
、
清
掃
、

　
　
　
　
機
械
点
検
、
布
団
の
あ

　
　
　
　
げ
さ
げ
、
バ
ス
送
迎

●
採
用
数
男
一
人
女
三
人

●
年
　
齢
　
2
0
歳
か
ら
5
0
歳

綴、螢

器｛島田離｝倉俣

期高履霜｝上山

割太島箋奈葦｝芋沢

齢｛綿蛋里攣｝本屋敷

にな1瀧繧お彦｝田中

鶴｛島田里実子｝倉俣

糠｛中島さ薦り｝堀之内

｛村山　剛　田　沢
水戸部　恵美子　　聖籠町

｛樋口美津夫　山　崎
中　原　美津子　　飯山市

響
備

繭
閣
㈱

　
　
　
　
治

　
　
　
　
禮

　
　
　
　
田

　
　
　
　
廣

井ノ川タイ　（74）如来寺

高野コウ（85）倉俣
富　井　子　ン　（83）　市之越

※掲載を希望しない方は届け出の際に

　申し出てください。

※先月の「お誕生日おめでとう」の中で

東田尻の健斗くんの母の名前を「大島

　ミサト」と掲載しましたが「大島サト

　ミ」の誤りです。訂正してお詫びいた

　します。
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。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日
本
人
に

連
絡
し
ま
す
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　3月15日～4月5日

カレンタ“一

15働
心配ごと相談（山田虎一）　合デイサービス

センター　（∋）13：30～16：00

16ω
瑠 ドーム中里き☆ら○ら投影　合ユーモール

（D11：00～11：50

18（月）

19㈹

20㈱ 春分の日

21休）

22働
心配ごと相談（村山篤稔）合デイサービス

センター　（913：30～16：00

23ω

24（日） ドーム中里き☆ら○ら投影　合ユーモール

（D11：00～11：50

25（月）

26㈹

27㈱

28休）

29働

心配ごと相談（廣田和子）　倉デイサービス

センター　（！）13：30～16：00

行政相談　合老人福祉センター

（913：30～16：00

30仕）

3麹）
1（月）

2㈹

3㈱

4（木）

5働
※変更蒙る場奮がお鱗議饗。御爾の際ぽ確認巻

　　　　　　おね激鞠蝿墓諸騰

合會合會合會合會合會合會合會☆會合會☆會☆會☆會☆會☆會

　　　ドーム中里「き☆ら○ら』

君も「天文博士』にチャししジしよう／
會合會☆會☆會合會合會合會合會合會☆會合會☆會☆會☆會合

　ドーム中里「き☆ら○ら」では、毎目シナリオが変わりま

す。4月から毎目の投影を1年間欠かさずに見てくれた小学

生以下の子供たちに「チビツ子天文博士」の称号を送ります。

ぜひ、月に1度は、ドーム中里においでいただき「チビッ子　一

天文博士」に挑戦してください。　　　　　ぺ

☆入場料　中学生以下100円

　　　一　　般200円

ノ　　　　　　☆　　　　　ロ　　　　　　ひ　　　　。玲○。☆訓ゆ．膚・乃ゆ

廊。　ψ☆　○　。

⑳長山医院麗6講
⑳上村病院響3重2耕1

⑳池田医院響舗1

⑳大坪医院響鰯1

⑳古藤医院額5南3蹄

　
3
月
に
入
り
、
よ
う
や
く
春
ら

し
い
陽
気
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が

数
年
ぶ
り
の
大
雪
と
あ
っ
て
ま
だ

ま
だ
積
雪
は
多
く
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
、
A
A
C
優
秀
賞
を
い
た

だ
い
た
雪
原
力
ー
ニ
バ
ル
が
9
日
、

10

日
と
行
わ
れ
ま
す
。
今
年
の
ス

ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
は
三
万
本
と
い

う
こ
と
で
昨
年
よ
り
5
千
本
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
毎
回
、
思
い
ま

す
が
あ
の
キ
ャ
ン
ド
ル
の
光
の
中

で
た
い
ま
つ
滑
降
、
ハ
ッ
ピ
ー
ア

タ
ッ
ク
、
シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
、

最
後
に
ス
タ
ー
マ
イ
ン
が
光
輝
く

と
何
と
も
い
え
な
い
感
動
を
受
け

ま
す
。
ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
も
参
加

し
、
2
日
間
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

7イ・ラ亀

臓蓬

　　　　　　　花、、腕グ〆
　　　　　　　　　園繍
ブナ　　スギ　　　　ユり

鳥∠1、．ノ麟ノ1、愛情を豊かにし心あたたかい村をつくり頴

　〆瓜〆　　　　　　　1、教養を深め文化のかおり高い村をつくります。

　　ウグイス　　　　1、創意をこらし活力ある村をつくります。

2月末現在　　轍人ロ男3，339人（＋5）女3，334人（＋2）計6、673人（＋7）●世帯数1，631（一1）
（）は前月比、．　．　．．

＼

＼
、一、．一、』Σ
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